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【目的】  Cancer-Related Fatigue（以下、倦怠感とする）は、がん治療中・後に高い    




【予備調査】 方法：対象は、地域がん診療連携拠点病院である 2 施設の総合病院のがん
看護を提供する部署に勤務する看護師 628 名。データ収集は、倦怠感に対する看護実施   
状況、倦怠感と倦怠感の看護に関する認識・知識、学習・支援ニーズを問う 5 段階の   
自記式構造化質問紙を作成して実施し、268 名から回答が得られた（有効回答数 223 部）。
分析は記述統計量を算出後、看護実施状況と認識・知識との関係についてχ 2 検定、































代替補完療法の活用方法）を取り上げた。教材として運動を活用した看護ケア方法に   
ついての DVD を作成した。  ※2015 年 1 月の日本がん看護学会学術集会で発表予定  
